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町政へ届け！ふるさとへの熱い思い
～県内各自治会との意見交換会開催～

お互いの現状を理解しあう
～郡山市議会との意見交換会～
お互いの現状を理解しあう
～郡山市議会との意見交換会～
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総額165億円はどう使われたのか！
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ズバリ!! 町政を問う
３議員が質問
ズバリ!! 町政を問う
３議員が質問
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総額165億円は   

問
　不
納
欠
損
及
び
収

入
未
済
に
対
す
る
こ
れ
ま

で
の
対
応
と
減
ら
す
た
め

の
今
後
の
方
策
は
。

答
　税
務
課
長

　こ
れ
ま
で
の
対
応
は
、

未
納
明
細
書
の
送
付
や

県
内
外
の
未
納
者
に
対
し

て
臨
戸
訪
問
を
実
施
す
る

こ
と
で
納
付
を
促
し
て
い

ま
す
。

　今
後
、
確
定
申
告
の
猶

予
期
間
が
満
了
す
る
の
で
、

国
や
県
と
連
携
し
な
が
ら
、

財
産
の
差
し
押
さ
え
な
ど

の
滞
納
処
分
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
　町
の
公
共
施
設
を

除
染
業
者
に
貸
与
す
る

上
で
、
施
設
の
内
部
及
び

周
辺
の
放
射
線
量
の
管
理

は
し
て
い
る
か
。

答
　総
務
課
長

　建
物
内
部
及
び
周
辺
の

放
射
線
量
を
計
測
し
、
貸

与
し
て
い
ま
す
。

　除
染
業
者
が
施
設
を
返

却
す
る
際
は
、
除
染
を
行

い
、
貸
与
し
た
時
の
線
量

ま
で
下
げ
て
返
却
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

答
　復
興
推
進
課
長

　復
興
推
進
課
と
し
て

も
貸
与
公
共
施
設
の
放

射
線
量
の
確
認
は
し
て
い

き
ま
す
。

問
　曲
田
区
画
整
理
事

業
の
中
で
、
今
後
の
J
R

富
岡
駅
舎
の
位
置
は
協

議
さ
れ
て
い
る
か
。

答
　企
画
課
長

　J
R
に
富
岡
担
当
の

技
術
者
を
置
い
て
も
ら
い
、

７
月
か
ら
協
議
を
始
め
ま

し
た
の
で
、
そ
の
中
で
決

ま
っ
て
い
く
と
考
え
ま
す
。

答
　町
長

　J
R
か
ら
、
駅
の
再

建
は
防
潮
堤
の
建
設
が
一

つ
の
条
件
だ
と
言
わ
れ
て

い
る
の
で
、
県
に
防
潮
堤

の
早
急
な
建
設
を
要
望
し

ま
す
。

平
成
25
年
度
決
算
の
詳
細
に
つ
い
て
は
町
広
報
紙
11
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
こ
で
は
25
年
度
決
算
に
関
す
る
質
疑
応
答
の
い
く
つ
か
を
ご
報
告
し
ま
す
。

質

応
疑疑

答答

健全化判断比率の状況 （単位：％）

指標項目名 25年度 24年度 23年度 早期健全化
基準

財政再建
基準

実質公債費比率
※歳入に対する借金返済の割合 9.9 12.0 13.6 25.0 35.0

実質赤字比率：一般会計を対象とした歳出歳入の赤字額の割合
連結実質赤字比率：全ての会計を対象とした歳出歳入の赤字額の割合　　　　　  　いずれも算定されていない。
将来負担比率：公社や第３セクターなども含め、将来負担すべき借金の割合

　実質公債費比率（歳入に対する借金返済の割合）が早期健全
化基準の25％を超えると、町の財政が危険な状態であると判断
され、財政再生計画の策定等が義務付けられます。
　平成25年度の実質公債費比率は9.9％であり、基準を大きく
下回っているとの報告を受けました。

町財政は

健全化基
準を

クリア

2とみおか議会だより 180号

どう使われたのか！ どう使われたのか！
　平成26年９月定例会は９月12日から17日まで６日間の会期で開催しました。
　平成25年度一般会計及び特別会計の決算認定をはじめ、平成26年度の補正予算、
条例制定及び一部改正、人事案件など、計29件の議案を慎重に審議し、全て原案
のとおり可決しました。
　一般質問では３議員が登壇し、今後直面する課題や町政運営のあり方について問
いただしました。

《９月定例会報告》
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全
て
の
会
計
は
適
正
で
あ
る

　
　
条

　

定例会の
あらまし

　平
成
25
年
度
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
決
算
審
査

の
結
果
報
告
を
坂
本
和
久

代
表
監
査
委
員
よ
り
受
け

ま
し
た
。

　審
査
は
、
事
務
事
業
が

関
係
法
令
及
び
議
決
の
趣

旨
に
沿
っ
て
、
効
果
的
か

つ
合
法
的
に
執
行
さ
れ
た

か
を
基
本
方
針
と
し
て
行

い
、
坂
本
代
表
監
査
委
員

は「
決
算
係
数
は
正
確
で

あ
り
、
予
算
の
執
行
に
お

い
て
一
部
努
力
を
要
す
る

部
分
が
あ
る
と
見
受
け
ら

れ
た
が
、
概
ね
適
正
に
行

わ
れ
所
期
の
成
果
を
収
め

た
」と
結
果
を
述
べ
ま
し
た
。

監
査
委
員
の

 

審
査
意
見

平成25年度一般会計および特別会計決算を全会一致で承認

会　計　別 歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引額

一 般 会 計 99億5066万円 84億8918万円 14億6148万円

特

　別

　会

　計

国 民 健 康 保 険 事 業 33億9031万円 29億6139万円 4億2892万円

公 設 地 方 卸
売 市 場 事 業 ２万円 ２万円 －
蛇 谷 須 地 区 特 定 環 境
保 全 公 共 下 水 道 事 業 8080万円 7690万円 390万円

公 共 下 水 道 事 業 9億8007万円 8億7397万円 1億610万円

農 業 集 落 排 水 事 業 4億591万円 1億6421万円 2億4170万円

曲 田 土 地 区
画 整 理 事 業 312万円 304万円 ８万円

介 護 保 険 事 業 15億7052万円 14億39万円 1億7013万円

後期高齢者医療事業 3191万円 3028万円 163万円

仮 設 診 療 所 5190万円 4064万円 1126万円

介 護 サ ー ビ ス 事 業 660万円 629万円 31万円

合　　　計 164億7182万円 140億4631万円 24億2551万円

平成25年度
決算審査



 

とみおか議会だより 180号5

一般会計一般会計

《特別会計を含めた総額174億9989万円に》

平成26年度９月補正予算を可決しました。
（全会一致・原案可決）

◇
県
外
避
難
者
支
援
拠
点

 

整
備
事
業

 

２
０
９
１
万
円

　県
外
避
難
者
ど
う
し
を

つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

構
築
支
援
や
情
報
が
入
り

に
く
い
県
外
避
難
者
へ
の

情
報
発
信
拠
点
と
し
て
、

埼
玉
県
内
に
支
援
拠
点
を

設
け
ま
す
。

◇
カ
ー
ド
式
被
災
証
明
書 

 

交
付
事
業

 

６
８
６
万
円

　利
便
性
向
上
の
た
め
、

容
易
に
携
行
で
き
る
カ
ー

ド
式
の
被
災
証
明
書
を
交

付
し
ま
す
。

　本
年
12
月
中
の
交
付
を

目
指
し
て
、
準
備
を
進
め

ま
す
。

◇
住
民
票
等
コ
ン
ビ
ニ
交
付

 

シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
費

 

７
７
２
２
万
円

　県
内
外
で
避
難
生
活
を

送
る
富
岡
町
民
の
利
便
性

の
向
上
を
図
る
た
め
、
住

民
票
等
を
コ
ン
ビ
ニ
で
交

付
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構

築
費
用
で
す
。

　平
成
28
年
1
月
か
ら
の

運
用
開
始
を
目
指
し
て
、

準
備
を
進
め
ま
す
。

補
正
予
算
の

補
正正
予予
算算
のの

補
正
予
算
の

補
正
予
算
の

こ
こ
に
注
目
！

ここ
こ
に
こ
に
注注
目目
！！！！

こ
こ
に
注
目
！

こ
こ
に
注
目
！

　９
月
定
例
会
の
補
正
予
算
は
、
長
引
く
避
難
生
活
を

支
え
る
た
め
の
事
業
へ
の
増
額
補
正
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　こ
こ
で
は
、
そ
の
事
業
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

質

応
疑疑

答答

今
回
の
定
例
会
で
議
論
し
た
内
容
の

 

い
く
つ
か
を
ご
報
告
し
ま
す
。

【
い
わ
き
へ
の
役
場
機
能
移
転
】

問
　避
難
町
民
の
多
い

い
わ
き
に
役
場
機
能
を
移

転
す
る
計
画
は
あ
る
か
。

答
　町
長

　い
わ
き
で
の
役
場
の
建

設
地
や
職
員
の
住
居
な
ど

解
消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
が
多
く
、
現
時
点

で
役
場
機
能
を
い
わ
き
に

移
転
さ
せ
る
の
は
難
し
い

と
考
え
ま
す
。

　し
か
し
、
今
後
富
岡
町

の
復
興
を
加
速
さ
せ
る
た

め
、
ま
た
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
い

わ
き
支
所
の
人
員
の
拡
充

を
検
討
し
ま
す
。

【
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
委
託
】

問
　町
内
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
を
消
防
団
か
ら

他
の
業
者
に
委
託
し
た
理

由
は
。

答
　生
活
環
境
課
長

　消
防
団
に
は
町
内
の
パ

ト
ロ
ー
ル
に
専
念
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
理
由
で
す
。

問
　測
定
者
が
変
わ
る

と
数
値
に
違
い
が
出
て
く

る
可
能
性
が
あ
る
が
。

答
　生
活
環
境
課
長

　測
定
場
所
や
方
法
な
ど
、

消
防
団
と
委
託
業
者
と
の

引
き
継
ぎ
を
し
っ
か
り
と

行
い
、
信
頼
性
の
高
い
数
値

を
示
せ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

補正予算
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９月定例会会９月定例会
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９月定例会
こんなことが決まりました

９月定例会
こんなことが決まりました

人
事
案
件

人
事
案
件

　教
育
委
員
会
委
員
の

任
期
満
了
に
伴
い
、
鈴
木

文
子
さ
ん
を
適
任
で
あ
る

と
全
会
一
致
で
決
議
し
ま

し
た
。

　任
期
は
平
成
26
年
10
月

１
日
か
ら
の
４
年
間
で
す
。

《
あ
い
さ
つ
》

　震
災
後
、
教
育
委
員
と

し
て
、
全
国
で
避
難
生
活

を
送
る
子
ど
も
た
ち
が
、
よ

り
よ
い
教
育
環
境
を
得
ら

れ
る
よ
う
全
力
で
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　問
題
は
山
積
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
も
、
皆
様
の

ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
富

岡
町
の
復
興
、
教
育
の
進

展
の
た
め
に
精
一
杯
務
め
て

ま
い
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
委
員
を
再
任

鈴木　文子さん
（本町行政区） 

　平
成
27
年
４
月
１
日
施

行
予
定
の「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
新
制
度
」の
開
始

に
伴
い
、
新
た
に
制
定
す

る
３
条
例
に
つ
い
て
、
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

条
例
制
定

条
例
制
定

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
開
始
に
伴
う

３
条
例
の
制
定
を
可
決

【子ども・子育て支援新制度の概要】
・「認定こども園」の普及促進
・保育の場を増やし、待機児童を減らす
・地域での子育て支援の量の拡充や質の向上
・地域の子育てをしっかり支援

【制定された３条例の概要】
①富岡町特定教育・保育施設及び特定地域型

保育事業の運営に関する基準を定める条例
　幼稚園及び保育施設等の運営基準を定め、
基準を満たした事業者には財政支援を行う。

②富岡町家庭的保育事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例
　市町村の認可のもと、０～２歳児の家庭的保育
施設を増やすことで待機児童を減らす。

③富岡町放課後児童健全育成事業の設備及び
運営に関する基準を定める条例
　放課後児童クラブを増やすとともに、職員・施設・
設備の質の向上を図る。

子どもたちの笑顔と学ぶ場を守る

こ
こ
が

ポ
イ
ン
ト
！

保育に関する基準を明確にする！
これまで各自治体でまちまちだった保育施設の運営基準や保育を受
けるための認定基準を法令で定めることにより、適正な保育の場を
増やすことで、待機児童を減らし、子育てをする親が安心して働け
る環境をつくる。
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宇佐神 幸一 議員

　

 

第
二
次
復
興
計
画
に
つ
い
て

　

 

具
体
的
な
方
策
を

　

 

さ
ま
ざ
ま
な
制
度
設
計
が
必
要

問答

問

答

行政サービスの向上を図れ
改善すべき点は改善する

務
量
の
増
加
が
見
込
ま

れ
ま
す
の
で
、
中
長
期

の
人
事
管
理
の
展
望
に

立
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
制

度
を
活
用
し
な
が
ら
、

適
正
な
職
員
確
保
に
努

め
ま
す
。

問
　県
外
支
援
に
職
員

の
適
切
な
配
置
を
。

答
　生
活
支
援
課
長

　

　復
興
支
援
員
を
採
用

し
、
県
外
の
拠
点
に
配

置
し
ま
す
。
そ
こ
か
ら
、

拠
点
の
周
辺
に
避
難
す

る
方
々
を
様
々
な
形
で
支

援
し
、
交
流
の
場
を
設

け
、
必
要
に
応
じ
て
戸

別
訪
問
等
を
行
い
ま
す
。

　支
援
員
に
つ
き
ま
し
て

は
、
拠
点
と
な
る
場
所
に

当
町
か
ら
避
難
し
て
い
る

方
を
採
用
し
ま
す
。

問
　町
長
就
任
後
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は
。

答
　町
長

　原
発
事
故

に
よ
る
新
た
な
行
政
課

題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
立

案
し
、
実
行
し
て
き
ま

し
た
。

　こ
れ
ま
で
実
施
し
て

き
た
施
策
の
効
果
を
評

価
、
点
検
し
た
上
で
改

善
す
べ
き
点
は
改
善
し
、

事
業
実
施
の
た
め
の
財

源
の
確
保
に
努
め
な
が

ら
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
取
り
組
み
ま
す
。

問
　マ
ン
パ
ワ
ー
不
足

を
ど
の
よ
う
に
補
う
の
か
。

答
　町
長

　現
在
、
正

規
職
員
に
加
え
、
嘱
託

職
員
や
臨
時
職
員
、
自

治
体
派
遣
職
員
な
ど
で

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　今
後
、
イ
ン
フ
ラ
復

旧
の
本
格
化
な
ど
、
業

問
　第
二
次
復
興
計
画

に
お
い
て
、
町
民
の
帰

還
・
移
住
・
将
来
帰
還

の
た
め
の
具
体
的
な
方

策
は
。

答
　町
長

　生
活
基
盤

の
整
備
に
取
り
組
み
、

生
活
再
建
に
向
け
て
復

興
公
営
住
宅
の
速
や
か

な
整
備
を
進
め
ま
す
。

　ま
た
、
新
た
な
交
付

金
制
度
の
創
設
や
継
続

し
た
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
、

富
岡
町
民
と
し
て
の
誇

り
、
絆
を
保
つ
た
め
の
事

業
、
地
域
復
興
支
援
員

の
設
置
、
世
代
を
つ
な
ぐ

教
育
施
設
の
整
備
、
町

内
土
地
の
長
期
保
全
と

管
理
活
用
な
ど
、
避
難

生
活
を
継
続
す
る
た
め

の
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
設

計
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

問
　第
一
回
復
興
計
画

策
定
委
員
会
の
内
容
は
。

答
　企
画
課
長

　策
定

委
員
会
は
、
職
員
と
公

募
委
員
で
56
名
で
す
。

　第
一
回
の
策
定
委
員

会
で
は
、
町
の
課
題
や

委
員
の
考
え
な
ど
を
出

し
合
っ
て
も
ら
い
、
４
部

会
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　今
後
、
各
部
会
で
さ

ら
に
話
を
詰
め
、
政
策

化
し
て
い
く
な
か
で
、
素

案
を
策
定
し
ま
す
。

真剣に議論する復興計画策定委員会の様子

6

一般質問は、議員が町の行財政全般にわたって執行機関に問題点をただし、
所信の表明を求めて政治姿勢を明らかにするものです。一般質問

■ 宇佐神 幸一 議員 ……………………………………………７
 １．行政運営について

 ２．災害復興計画（第二次）について

■ 堀本 典明 議員 …………………………………８
　１．福島・国際研究産業都市

　　（イノベーションコースト）構想について

■ 遠藤 一善 議員 ……………………９
　　１．町内のまちづくりについて

　　２．町内大気中の放射性物質の
　　　　　　　モニタリングについて

９月定例会の一般質問に３議員が登壇し、町の対応や考えなどを問いました。
この紙面では、質問した順に質疑応答の要点をお知らせします。

３議員が
質　問

動画配信中！

2

1

3

ズバリ

うを

とみおか議会だより 180号 66



とみおか議会だより 180号9

遠藤 一善 議員

問

答

町内に住宅分譲地の整備を
第２次復興計画で具体的に検討

問
　復
興
公
営
住
宅
建

設
地
は
災
害
に
強
い
高

台
等
を
選
定
す
べ
き
で
は
。

答
　町
長

　公
営
住
宅

の
候
補
地
と
し
て
、
曲

田
地
区
、
清
水
地
区
、

上
郡
山
地
区
な
ど
が
想

定
で
き
る
が
、
減
災
の

考
え
方
を
基
本
と
し
、

候
補
地
を
検
討
し
ま
す
。

問
　町
内
に
建
設
す
る

復
興
公
営
住
宅
エ
リ
ア

に
隣
接
し
た
住
宅
分
譲

地
を
整
備
し
、
町
民
が

集
ま
っ
て
生
活
で
き
る

居
住
地
区
を
新
た
に
開

発
す
べ
き
で
は
。

答
　町
長

　町
と
し
て

も
、
帰
還
す
る
町
民
が
集

ま
っ
て
生
活
で
き
る
居
住

空
間
の
整
備
は
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
震
災

以
前
よ
り
新
た
な
拠
点

整
備
と
し
て
事
業
を
進

め
て
い
た
曲
田
地
区
を
中

心
に
、
８
月
よ
り
着
手
し

た
第
２
次
富
岡
町
災
害

復
興
計
画
の
中
で
具
体

的
に
検
討
し
ま
す
。

問
　復
興
計
画
の
大
枠

を
中
間
で
発
表
す
る
考

え
は
。

答
　企
画
課
長

　素
案

は
来
年
３
月
に
、
大
枠

の
概
要
を
そ
の
中
間
で

町
民
に
示
し
ま
す
。

答
　副
町
長

　中
間
的

な
場
面
、
場
面
で
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
ち
、
町
民
と

議
会
に
発
信
し
ま
す
。

問
　大
気
中
の
放
射
性

物
質
濃
度
を
測
定
す
る

ダ
ス
ト
サ
ン
プ
ラ
ー
を

設
置
し
結
果
の
公
表
を
。

答
　町
長

　国
が
ダ
ス
ト

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
月
２
回

実
施
、
福
島
県
が
旧
役

場
敷
地
内
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
に
お
い
て
連
続

測
定
を
行
い
、
公
表
し

て
い
ま
す
。

答
　生
活
環
境
課
長

　町
と
し
て
し
っ
か
り

と
情
報
を
確
保
し
、
町

民
へ
の
情
報
の
出
し
方

を
検
討
し
ま
す
。

曲田地区の現況

旧役場のモニタリングポスト

　

 

町
独
自
の

　

 

ダ
ス
ト
サ
ン
プ
ラ
ー
の
設
置
を

　

 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
強
化
を

　

 

国
、
事
業
者
に
強
く
要
望

問答

8とみおか議会だより 180号 88

堀本 典明 議員

問

答

イノベーション・コースト構想への対応は
双葉郡に均衡ある産業集積を求める

集
積
拠
点
な
ど
の
構
想

を
積
極
的
に
国
へ
提
言

す
る
こ
と
も
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
は
、
町

民
の
帰
還
意
識
の
高
揚

を
図
る
よ
う
な
雇
用
を

創
出
す
る
、
新
た
な
産

業
の
誘
致
に
必
要
な
諸

条
件
の
整
備
を
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
行
う
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問
　町
と
し
て
の
方
針

を
決
め
る
時
期
は
。

答
　副
町
長

　既
に
待
っ

た
な
し
の
状
況
だ
と
考

え
ま
す
。

　こ
の
構
想
を
具
現
化

す
る
た
め
に
、
ま
た
町
の

考
え
を
反
映
さ
せ
る
た

め
に
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
ち
な
が
ら
役
場
内
の

動
き
を
活
性
化
さ
せ
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

問
　福
島
・
国
際
産
業

都
市（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
コ
ー
ス
ト
）構
想
研

究
会
が
、
浜
通
り
地
域

の
新
た
な
る
産
業
基
盤

の
再
構
築
の
検
討
を
行

い
、
報
告
内
容
が
政
府

の
骨
太
方
針
に
盛
り
込

ま
れ
た
が
、
町
で
は
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い

く
の
か
。

答
　町
長

　除
染
や
復

旧
、
復
興
の
進
捗
状
況

に
よ
り
、
双
葉
郡
内
町

村
の
置
か
れ
て
い
る
状

況
が
異
な
り
ま
す
が
、

共
に
複
合
災
害
か
ら
立

ち
上
が
り
、
さ
ら
な
る

発
展
を
望
む
こ
と
は
各

首
長
の
共
通
の
思
い
で

あ
り
、
引
き
続
き
均
衡

あ
る
産
業
集
積
を
求
め

る
考
え
で
す
。

　ま
た
、
国
か
ら
の
提

言
を
待
つ
受
け
身
の
体

制
ば
か
り
で
は
な
く
、

町
の
復
興
拠
点
や
産
業

問
　ど
の
よ
う
な
施
設

が
町
に
必
要
と
考
え
て

い
る
か
。

答
　町
長

　富
岡
町
の

地
理
的
、
歴
史
的
な
背

景
か
ら
、
多
く
の
人
々

が
集
う
交
流
の
場
や
新

た
な
人
材
育
成
の
場
を

つ
く
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

　富
岡
町
の
復
興
な
く

し
て
双
葉
郡
の
復
興
は

な
い
と
い
う
強
い
考
え
の

も
と
、
双
葉
郡
全
体
の

復
興
を
け
ん
引
す
る
よ

う
な
復
興
拠
点
の
整
備

と
、
そ
れ
と
連
動
し
た

産
業
集
積
拠
点
の
実
現

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

問
　県
と
は
情
報
共
有

で
き
る
よ
う
な
体
制
が

で
き
て
い
る
の
か
。

答
　副
町
長

　イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
構
想
は
、
浜
通
り

全
て
の
市
町
村
が
期
待

を
す
る
計
画
で
す
。

　先
行
地
域
が
優
位
性

を
持
っ
て
、
そ
こ
だ
け
に

投
資
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
は
浜
通
り
全
体
の
復

興
に
な
ら
な
い
の
で
、
県

に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て

県
と
こ
の
構
想
へ
の
か
か

わ
り
方
に
つ
い
て
情
報
共

有
し
て
い
き
ま
す
。

福島・国際研究産業都市構想の工程予定表

短　期
（2014～16年）

・構想で示した主要施設の整備を開始
・税制や規制緩和の特区制度を検討
・研修、人材育成などをスタート
・浜通り全体のインフラ整備や広域的

なまちづくりを検討

中　期
（17～20年）

・主要プロジェクトの運用を開始
・原発事故の対応拠点となっている
「Ｊヴィレッジ」を返還

・東京五輪で世界に「新生・浜通り」の
姿を示す

長　期
（21年～）

・プロジェクトへの研究成果で産業を
創出し、地域の産業構造を転換

・福島第一原発の廃炉（2045年ごろ）

　

 

産
業
集
積
拠
点
は
ど
こ
に

　

 

総
合
的
に
考
慮
す
る

問答



産業復興常任委員会

住宅確保損害賠償の請求書が、
同じ家族内でも送られてきた方と送られて
こない方がいるようだが。

財物、家財の賠償が終了している方に
送付しているとのことですが、対象者
が多いため、地区ごとや世帯ご
となどの明確な送付順があると
いう訳ではないようです。

【産業振興課】

Q

A

仮置き場の
利用開始は
いつからか。

９月下旬の予定です。

放射能汚染物質を入れるフレコンバックは
どうようなものを使うのか。

３年耐久のものを使うという説明を受けて
います。環境省が性能を審査し、事故の
ないような使用をしていくとの
ことです。

【復興推進課】

Q

Q

A

A

町内にある放置車両に対する
町の考えは。

放置車両があることで除染に
遅れが出るというのはあってはならな
いことだと考えます。放置車両を公示
するとか、停車場所を移すなど、環境省
と協議しながら、町も積極的にこの問題

の解決に取り組みたいと考えます。
　　【生活環境課】

Q

A

上水道が使えるようになった場合、
すぐに料金が発生するのか。

先行して帰還している近隣町村の
状況を踏まえると、基本的に
は使用した分については料
金を負担いただくようになる
と考えます。 【復旧課】

Q

A

  常任委員会とは、本会議前に   
   各課の事務の執行状況   

それぞれの常任委員会が調査し   

  常任委員会とは、本会議前に   
   各課の事務の執行状況   

それぞれの常任委員会が調査し   
とみおか議会だより 180号11 10

総務常任委員会

富岡町の税についてだけ
でなく、移住した先での
税の優遇措置（軽減税率

の適用など）について、もっと
周知すべきでは。

得た情報については、広報やHP
などで分かりやすく周知するよう

にします。 
　　【税務課】

Q

A

ペットを飼って
いる方が復興公営住宅に申
し込むことは可能か。

申し込みできますが、ペット飼育可の復興
公営住宅は戸建ての住宅のみとなります。
２期分の募集はすべて集合住宅とな

りますので、3期分以降の募
集時にお申し込みいただくよ
うになります。

【企画課】

Q

A

「友情の集い」
の感想と今後
のあり方は。

今回の「友情の集い」では1/2成人式など、
来てもらうための工夫はしましたが、来場者
は年々減少しています。今後さらなる検討を
重ねていきます。

開催場所についても保護者等に
アンケートをとってみては。

アンケートの実施も含めて、より
よい場所を選定できるような方
策を検討します。【教育委員会】

Q

Q

A

A

コンビニでの住民票の交付
について、デメリットは検証
したのか。

先行自治体から聞き取りをした限りで
は、個人情報の漏えいなどの問題は
発生していません。
郡内他町でも同時期の導入を検討し
ているので、さらなる情報
収集に努めます。

【住民課】

Q

A

  議案などを事前に審査したり、
  などを調査する場です。
  た主な事業について報告します。

  議案などを事前に審査したり、
  などを調査する場です。
  た主な事業について報告します。

とみおか議会だより 180号 1010



　　　　　　　～ 県内各自治会との
町政へ届け！ ふる さ
　　　　　　　　～ 県内各自治会との　意

とみおか議会だより 180号13

追跡
れぽーと
追跡
れぽーと
追跡
れぽーと

管理型処分場埋立計画案
その後の経過報告
管理型処分場埋立計画案
その後の経過報告

自治会との意見交換会で特に意見が多く聞かれ、また議会だより第179号でも特集として取り上げた管理型
処分場埋立計画案のその後の経過についてお知らせします。
自治会との意見交換会で特に意見が多く聞かれ、また議会だより第179号でも特集として取り上げた管理型
処分場埋立計画案のその後の経過についてお知らせします。

　町
は
、
６
月
に
各
地
で
行
っ
た
住

民
説
明
会
で
の
意
見
を
集
約
し
、
環

境
省
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

現
時
点
で
は
、
国
か
ら
、
そ
の
意
見

書
に
対
す
る
十
分
な
回
答
は
得
ら

れ
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
と
の
こ
と

で
す
。

　議
会
運
営
委
員
会
は
、
施
設
立

地
行
政
区
で
あ
る
太
田
行
政
区
役

員
と
の
意
見
交
換
の
場
を
設
け
、
改

め
て
フ
ク
シ
マ
エ
コ
テ
ッ
ク
を
放
射

性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
す
る

こ
と
は
反
対
だ
と
い
う
意
見
を
聞
き

ま
し
た
。

　今
後
、
町
に
対
し
て
住
民
説
明

会
で
の
意
見
を
尊
重
す
る
こ
と
を

引
き
続
き
求
め
る
と
と
も
に
、
こ
の

問
題
に
対
し
て
進
展
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
速
や
か
に
情
報
提
供
す
る
よ

う
に
強
く
求
め
ま
し
た
。

【
国
か
ら
十
分
な
回
答
が

得
ら
れ
て
い
な
い
状
態
】

《意見交換会を開催した県内の自治会》
開催月日 対象自治会 参加人数（おおよその数）

７月３日
いわき市在住富岡町民「すみれ会」 60名

泉玉露応急仮設住宅自治会 50名

７月８日
郡山方部居住者会 70名

緑ヶ丘東七丁目応急仮設住宅自治会 30名

７月31日
いわき地区広域自治会「さくらの会」 60名

好間応急仮設住宅自治会 20名

９月24日 福島市及び県北地区在住富岡町自治会 30名

９月29日
南一丁目応急仮設住宅自治会 30名

富田町若宮前応急仮設住宅自治会 50名

９月30日
平下高久応急仮設住宅自治会 30名

三春仮設住宅連絡協議会（全６仮設対象） 40名

12

の 意見交換会開催 ～
 さとへの熱い思い
　意見交換会開催 ～

とみおか議会だより 180号 1212

　富岡町議会は平成26年７月から９月にかけて、県内に避難されている自治会の皆
さまと意見交換会を開催しました。
　長引く避難生活の中で感じている不安や富岡町の復旧・復興に対するこれからの取
り組みなど、多くのご質問、ご意見をいただきました。
　議会として、皆さまからいただいた貴重なご意見を真摯に受け止め、精査し、今後
の町政に反映できるように提言していきます。

Pick Up!Pick Up!

見っっ
か

た

か
多多
にに
特

意
・管理型処分場埋立計画案に対する反対
・富岡町民一律賠償の実現
・第二次復興計画に対する期待と不安
・除染が進まないことへのいらだち
・復興公営住宅の入居に関する懸念
・老人福祉施設の充実
・富岡町と避難先との二重生活による負担増
・先行きが見ないことに対する不安

意見交換会の様子



とみおか議会だより 180号15

問
　く
み
上
げ
た
地
下

水
の
処
理
方
法
は
。

答
　東
京
電
力
㈱

　今
回
く
み
上
げ
る
地

下
水
は
建
物
に
入
る
前

の
汚
染
度
の
低
い
地
下
水

な
の
で
、
浄
化
し
た
後
、

基
準
値
以
下
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
て
海
に
排
水

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

問
　排
水
に
は
漁
業
関

係
者
だ
け
で
な
く
、
町
や

議
会
、
多
く
の
町
民
の
理

解
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答
　東
京
電
力
㈱

　町
や
議
会
に
丁
寧
に

説
明
す
る
と
と
も
に
、
必

要
が
あ
れ
ば
ど
こ
に
で
も

出
向
い
て
説
明
し
、
理
解

を
求
め
て
い
く
考
え
で
す
。

問
　負
圧
の
状
態
が
作

れ
な
い
以
上
、
放
射
性
物

質
が
飛
散
す
る
可
能
性
は

あ
る
。
万
が
一
飛
散
し
た

場
合
の
対
応
の
体
制
は
。

答
　東
京
電
力
㈱

　富
岡
町
内
に
一
時
立
入

り
し
て
い
る
方
に
対
し
て
、

福
島
第
二
や
J
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
に
勤
務
し
て
い
る
当
社

の
社
員
を
総
動
員
し
て
、

緊
急
の
お
知
ら
せ
を
す
る

体
制
の
構
築
を
検
討
し
ま

す
。　ガ

レ
キ
の
撤
去
作
業
に

限
ら
ず
、
異
変
が
あ
っ
た

場
合
は
す
ぐ
に
作
業
を

停
止
し
て
原
因
を
徹
底

的
に
究
明
し
、
万
が
一
の

事
故
を
起
こ
さ
な
い
こ
と

を
常
に
心
が
け
て
作
業
を

行
い
ま
す
。

ま
す
。
そ
の
間
、
使
用
済

み
燃
料
が
そ
の
ま
ま
の
状

態
で
残
る
と
い
う
の
は
大

き
な
危
険
を
伴
い
ま
す

の
で
、
現
状
の
ま
ま
作
業

を
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

問
　飛
散
防
止
剤
を
撒

い
た
と
し
て
も
、
ガ
レ

キ
を
動
か
せ
ば
薬
剤
が

効
か
な
い
部
分
が
出
て

く
る
の
で
は
。

答
　東
京
電
力
㈱

　飛
散
の
可
能
性
の
あ

る
場
所
の
特
定
や
乾
燥

し
て
い
る
場
合
の
散
布
回

数
な
ど
、
作
業
す
る
際
の

状
況
を
十
分
考
慮
し
て
、

し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問
　放
射
性
物
質
を
飛

散
さ
せ
な
い
た
め
に
、

１
号
機
建
屋
を
覆
う
よ

う
な
大
き
な
建
物
を
建

設
し
て
、
ガ
レ
キ
撤
去

に
当
た
れ
な
い
か
。

答
　東
京
電
力
㈱

　１
号
機
建
屋
を
覆
う

よ
う
な
建
物
の
建
設
に

は
数
年
か
か
っ
て
し
ま
い

原発等
特別委員会

①増設多核種除去設備（ALPS）の安定的な稼働

②１号機建屋カバーの解体・ガレキの撤去
　放射性物質の飛散抑止対策
　・飛散防止剤の散布
　・放射性物質濃度の監視強化

③海洋汚染防止対策
　海側・陸側遮水壁の設置
　地下水のくみ上げによる建屋内への流入抑制

A
L
P
S
の
稼
働
状
況
は
。

問
安
定
的
な
稼
働
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

答

平成26年９月８日に開催した原子力発電所等に関する特別委員会は、
福島第一原発の廃炉措置に向けた取り組みについて、東京電力より説明を受けました。

取り組む
主な作業

福島第一原発廃炉に向けた
取り組みを審査

14

おおおおおお互互互互互互いいいいいいのののののの現現現現現現状状状状状状をををををを理理理理理理解解解解解解ししししししああああああうううううう
～～ 郡郡郡郡郡郡山山山山山山市市市市市市議議議議議議会会会会会会ととととととのののののの意意意意意意見見見見見見交交交交交交換換換換換換会会会会会会 ～～

お互いの現状を理解しあう
～ 郡山市議会との意見交換会 ～

平成26年７月25日に産業復興常任委員会を開催し、
郡山市議会「災害復興対策特別委員会」の委員の方々と意見交換を行いました。

【住まい確保のための情報提供】

【教育委員会同士の交流・連携の強化】

お互いの現状を率直に語り合う

　郡山市に家を求めたいという町民の中には、富岡町民
でひとつの小さなコミュニティを形成したいと考えている方
が数多くいる。
　復興公営住宅整備のための土地も含め、ある程度まと
まった広い土地の情報提供や確保等にご協力いただけると
大変ありがたい。

　田村町の東山ヒルズや日和田地区等に双葉郡の方がまと
まって移住されているのは、まさにその意識の表れだと感じる。
慣れない地域に移住する不安は十分理解できるので、協力
できるところは協力していきたい。

　子どもたちは、それぞれの環境に適応しようと精一杯
がんばっていると感じている。
　心情としては富岡町立の学校に入学してもらいたいと思う
反面、部活動や人間関係の構築など、大きな学校でしか学
べないこともあることは理解しているので、ジレンマがある。
今後、子どもたちによりよい教育環境を提供できるように、
郡山市の教育委員会との交流、連携をさらに深めたい。

　教育環境が大きく変わった中、郡山市で学ぶ富岡町の
子どもたちの現状をどのように感じているか。

郡山市
議会

富岡町
議会

とみおか議会だより 180号 1414
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４月。まだ４人の息も全く合わず、先輩たちの指導にもうまく応え
られなかったころ、安藤団長に『俺たちは全国大会で、安藤団長を
先頭に一緒に行進したいです』と言いました。
その夢が叶って、本当にうれしい気持ちでいっぱいです。
今度は全国大会で優勝して安藤団長を胴上げします。これまで応援
してくださった皆様、本当にありがとうございます。
皆様のあたたかい応援を心の糧に、全国大会でも精一杯がんばり
ます。

指揮者として心がけていることは。
常に冷静に状況判断をし、隊員一人一人の体調に
気を配っています。時には厳しく、時には優しく、
よい緊張感を持ってチームをまとめることを第一
に考えています。

指揮者　阿部祥久

Q
A

１番員として心がけていることは。
１番員に求められている早さだけでなく、応援し
ていただいている皆様に美しいと思ってもらえる
ような、魅せる操法をすることを心がけています。

１番員　大和田侑希

Q
A

２番員として心がけていることは。
ホースの延長にしても、吸管の扱いにしても縁の
下の力持ちのような動きが多いので、他の隊員が
やりやすいタイミングを大切にすることを心がけ
ています。

２番員　鎌田祐輔

Q
A

３番員として心がけていることは。
点検・報告をするのが最後なので、誰よりも大きな
声を出すことを心がけています。それが、隊全体
の士気の高揚にもつながると考えています。

３番員　山口　学

Q
A

補助員として心がけていることは。
他の隊員をサポートすることを常に心がけています。特
に２番員の鎌田さんとの連携が多いので、水利設備へ吸
管を入れる際には細心の注意を払っています。

補助員　菅野大輔

Q
A

《全国大会に向けての意気込みをお聞かせください》
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富岡町 で

とととととととととととととここここここここここよよよよつつつつつつよよよよち ととひとこよつち ととひとこよつち ととひとこよつ

次回の議会だより表紙写真を

大 募 集 電話 0120-33-6466

平成27年
１月15日（木）まで

応募方法などについては、
議会事務局までお問い合わせください。

応 募 締 切 日

　避
難
生
活
も
三
年
半
が
過
ぎ
、

本
格
除
染
も
始
ま
り
、
よ
う
や

く
復
興
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

　本
号
で
は
、
７
月
と
９
月
に

開
催
し
た
県
内
自
治
会
と
の
意

見
交
換
会
で
の
内
容
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
避
難
の
長
期
化
に

伴
い
、
町
民
の
皆
様
が
抱
え
る

不
安
も
多
様
化
し
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　編
集
員
一
同
、
皆
様
の
不
安

を
少
し
で
も
解
消
で
き
る
よ
う

に
、
議
会
報
を
通
し
多
く
の
情

報
を
今
後
と
も
発
信
し
て
ま
い

り
ま
す
。

 

（
遠
藤

　一
善
）


